
 

 

 

 

 

 ２月１５日（月）に岡田小学校１年生の生活科の授業「むかしのあそびにちょうせん」

で、地域の大人たちが「お手玉｣｢あやとり｣｢おはじき｣｢こま｣｢けん玉｣｢将棋｣｢かるた」を

教えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡田小地区社協がすまいるサポーターや

シニアクラブに呼びかけて集まったのは、

３９歳から９１歳までの「名人さん」３３

人とリポーター４人。子どもたちは１組１

２～１６人で７組に分かれ、自分の覚えた

い遊びを１人２種目ずつ教わりました。遊

びが終わった後、名人さんたちは子どもた

ちと一緒に学校給食をご馳走になりまし

た。 

 岡田小学校の昔の遊びの授業には、これ

まで牛久市社会福祉協議会を通じて、校区

内のシニアクラブから名人さんが派遣され

ていましたが、これからは岡田小地区社協

が名人さんに集まってもらう役割を担当す

ることになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こま」 こまのひもが巻けません！ 

今回の遊びのなかで、一年生が最も苦労

していたのは、こまでした。 

一年生が小さな手で一生懸命ひもを巻こ

うとするのですが、なかなか上手く巻けず、 

 

 

 

 

 

 

こまのひも、巻くのむずかしいな 



ひもが崩れてしまうのです。「ひもの先を水

で湿らせて、それをこまに押さえて巻き付

けるんだよ。」と指導員が説明します。くや

しそうに、何度もチャレンジする姿がいじ

らしかったです。指導員は、ひもが巻けな

い子には巻いたこまを手渡し、そのときに

持ち方も教えていました。 

どうにかひもが巻けると、今度は、こま

を回す動作です。「水平に回すんだよ。」と

説明する指導員。一年生は不思議な顔をし

ています。指導員は手ぶりを交えて「水平

に」と繰り返します。一年生もやっとわか

ったようすです。でも、回してみると、横

向けに転がってしまいます。なかなか、上

手く回ってはくれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こまが回ったときの弾けるような笑顔。

みんな、いい笑顔です。「名人さんに赤ちゃ

ん指を使うと上手に回せると教わりまし

た。」と述べる子もいました。 

 

     「お手玉」 お手玉はいろんな遊び方ができる！ 

最初にお手玉を２個ずつ持たせて、投げ

上げることから練習開始です。次に、一つ

投げ上げてキャッチしては、もう一つをと

いう動作です。みんな、一つ目はうまくキ

ャッチできても、二つ目からは焦ってしま

ってリズムがうまく作れません。でも、「も

しもしカメよ」と歌いながらチャレンジす

る子もいました。 

 指導前に、「久しぶり

にお手玉を持ったわ。

メガネがないと見えな

いわ。」などとぽろぽろ

お手玉を落としていた

指導員たちも、一年生 

の前では３つのお手玉を軽々とあやつって

いました。忘れたなんて、なんのなんの。

体は覚えていたのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上手くできない子は途中で飽きてしまいそ

うです。そんな子たちには、高く投げて、

手をあてて落とす遊び方や、お手玉を頭に

のせて歩けるかなどをちょっとやらせてみ

たり。無理強いはしないけれど、できる遊

び方で楽しめばよい。そんな昔の路地裏の

ようなお手玉コーナーでした。 

 

     「あやとり」 魔法のようなあやとりに興味津々！ 

どの遊びでも、指導員たちは、一年生にわ

かるように、言葉をつなぎ、心を配ってい

ました。本来、あやとりは一対一で教え、

教わるのが理想的な遊びでしょう。今回は

一年生１６人に、４人の指導員という体制

でした。しかも、保育園であやとりをした

こま  

まわったよ！ 

名人さんみたいにうまくなりたーい 



経験がある子と、したことがない子とでは

大変な差がありました。経験がある子は、

どんどん難しい技を教わりたがります。ど

の子も「ほうきができた。見て。」とうれし

そうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、あやとりとしたことがない子は、

「中指で糸を取ってきて。親指と小指はそ

のままで。」なんて言われても、もうどの指

が動いているのかわからなくなってしまい

ます。指導員は、文字通り、手取り、糸取

りでした。しかし、一本の糸で遊ぶあやと

りは、魔法のようなのでしょう。男の子た

ちも真剣な表情でした。また、簡単なあや

とりでお餅つきの動作になる二人遊びも、

友達同士で楽しそうでした。 

 

    「おはじき」 おはじきなのに、はじけません！ 

指導前の疑問は、「一年生はおはじきをは

じけるのか？」でした。その懸念は的中し

ました。今の子どもはおはじきをはじけな

いのです。指導員は、おはじきをはじく練

習をさせる？いいえ、そんなことはしませ

ん。とにもかくにも、子どもたちにはおは

じきという遊びを知ってもらい、楽しむこ

とに専念してもらいました。親指や人差し

指ではじけない子は、人差し指でおはじき

を動かすことで善しとしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰かがおはじきを上手く当てて獲得でき

ると、歓声が上がる。次の子が当てられな

くても「惜しい」とまた歓声が上がる、と

いった調子で、大いに盛り上がりました。

なかには、他のおはじきに当てないように

と自分の体勢や位置を変えて、工夫する子

も現われ、指導員も驚くほどでした。指導

員からは「時間を持て余すのではないかと

あやとり 好きになっちゃた 

ネネネ、僕にもやらせて 

おはじきって結構むずかしいね 床の方が滑ってやりやすいね 



心配だったが、楽しんでもらえて、自分も

楽しくて、来年もぜひ来たい。」という声が

ありました。 

  

           将棋──想定を超える真剣さ 

「小学校１年生に３０分で将棋を覚えさせ

るのは難しいのではないか」当初はみんな

そういう意見でした。実際始まってみると、

名人さんがあまり一生懸命教えるものだか

ら、キャパシティ・オーバーになった子ど

もが泣き出す一幕もありました。後で「あ

あ、そういう子が後で強くなるんだよ」と

誰かが感想を述べました。 

 まだ 1 年生でも、教わる種目に将棋を選

ぶだけあって、子どもたちはみんな「強く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なりたい」という気持ちが強いようでした。

子ども２人が束になって名人さんに挑戦し

たケースでは、子どもの１人があまりよく

ない手を打つと、別の子どもが「そんな手

を打って」と悔しがる場面もあったそうで

す。 

 「あのくらい一生懸命になるのなら、昔

の遊び授業は年１回ではもったいない。土

曜カッパ塾で教えたらどうだろう」という

声もありました。 

 

 

けん玉──コツはやっぱり教わって 

けん玉は、ほとんどの子どもが初めてのよ

うでした。まず持ち方から教わり、大皿に

乗せる練習をしました。みんな一生懸命

黙々と乗せようと試みますが、玉を横に振

ってしまうためなかなか乗りません。中に

は「大きい玉が良い」「他のけん玉が良い」

と言い出す子どももいました。 

 何回も何回も挑戦し、ボールを真下に静

止させてから上げる・ボールを真っ直ぐ上

に上げる・ボールを持ち上げすぎない・ボ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女の子だって将棋やるよ  

これ、どう動かすの？  

けん玉、初めてなんだ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ールを皿に受けるとき膝を曲げて衝撃を和

らげる──というコツが身につくにつれ

て、乗るようになりました。 

 初めて乗ると「乗った」「出来た」と大

喜び。そのうち「これで５回目」とか、小

皿に挑戦する子どもも出て来て、楽しい雰

囲気が広がっていきました。けん玉は、ま

ず名人さんに教わって早くコツを身につけ

ることが、楽しくなるコツだと言えそうで

す。 

 

「かるた」ってこんなに活気のある遊びだったっけ？ 

「かるたはお正月に静かに遊ぶもの」──

岡田小１年生の「むかしのあそびにちょう

せん」は、かるたのそんなイメージを完全

に吹っ飛ばす活気のある授業でした。 

 １４人を５組に分け、３人１組でかるた

を取り合います。それぞれの組に名人さん

が審判として付きます。歌が読まれると「ハ

イ」と言って取りますが、この「ハイ」が

とにかく元気なのです。５組で一斉に「ハ

イ」と言い、遅れて手を出す方も「ハイ」

と言いますから、会場全体にものすごい活

気がみなぎるのです。 

 Ａ４判の大型かるたを全員で取り合った

ときは、「走ってはダメ」と言われていて

も、１枚のかるたに数人が一気に、ダイビ

ングのように飛び込みます。誰が最初に手

を付けたのか、審判の存在の重要性がよく

理解できました。 

 

 子どもたちがかるたにこんなに夢中にな

るとは──認識を改めさせられた授業でし

た。 

 

 

のっかったよ！2回目だよ！ 

かるたは大好きなんだ こんなおおきなかるたもあるんだ 


